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ごあいさつ 
 

本年４月から、すべての子どもが健やかに成長することができる社会の実現をめざし、「子

ども・子育て支援新制度」がスタートします。 

 

新制度において、県は、子どもや子育て家庭のニーズに応じた幼児期の教育や保育、地域

の子ども・子育て支援のサービス量の確保と質の向上を進めるため、制度の実施主体である

市町村の計画をもとに、「県子ども・子育て支援事業支援計画」を策定することとされまし

た。 

 

また、本県では、これまで、少子高齢化の進行や働き方の多様化などの状況を受け、地域

社会における子ども・子育て支援を進めるため、平成17 年３月に「かながわぐるみ・子ど

も家庭応援プラン」を策定するとともに、平成19 年３月に「神奈川県子ども・子育て支援

推進条例」を制定し、県民総ぐるみの子ども・子育て支援の取組みを進めてきました。 

 

そして、このたび、「子ども・子育て支援新制度」で実施される子育て支援の取組みを含

め、より幅広い視点から子どもや子育て家庭への支援を総合的に推進するため、「かながわ

子どもみらいプラン」を新たに策定しました。 

 

 このプランでは、県や市町村、企業、ＮＰＯや民間団体、県民が一丸となって、子どもが

「生きる力」、保護者等が「育てる力」、社会全体が「支える力」の「３つの力」を充実強化

させ、地域社会全体で子どもと子育て家庭を応援する取組みを進めます。 

 

一方、現在、我が国では、危機的な少子化の状況を受けて、平成26 年12 月に、まち・

ひと・しごと創生「長期ビジョン」及び「総合戦略」が閣議決定され、人口問題に関する国

民の認識の共有を目指すとともに、若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現など、人口

減少の克服に取り組むことが示されるなど、子ども・子育て支援をとりまく状況は大きく変

わりつつあります。 

本県では、本プランの実行にあたり、このような子ども・子育て支援施策をとりまく国や

県の施策の動向等も踏まえ、プランを検証し、必要に応じて見直しを行ってまいります。 

 

今後、皆様とともに、すべての子どもが心豊かに、いきいきと成長し、すべての保護者が

子育てに喜びや生きがいを感じ、安心して子どもを生み育てることができる神奈川を実現し

たいと思っていますので、これからも皆様の御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

 

 平成 2７年３月 
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